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 本号の主なニュース  

1． 当会のＪＦＷ-ＪＣ２０１３出展公募結果について 

2． 第６１回繊維通商問題研究会の開催について 

3． 今夏の節電目標の改定について 

4． 再生可能エネルギーの固定価格買取制度について 

5． 特定芳香族アミンにおける厚生労働省での部会の開催 

 

 

◇当会のＪＦＷ-ＪＣ２０１３出展公募結果について◇ 
 

 当会は国内展示会出展支援事業として、日本ファッション・ウィーク推進機構が１

１月２０日～２１日に開催するＪＦＷ－ジャパン・クリエーション(ＪＣ)２０１３の展

示スペースを確保、日本独自の絹織物や高機能性を有する合繊織物を国内外にアピール

するため、出展希望者を広く募集(インターネットによる公募)を行った。今年度は東京

ビッグサイトから東京国際フォーラムに会場を変更したことで、集客力のアップが期待

されることもあり、前年に比べ４産地組合(１３企業)増加し、１３の産地組合(５３企

業１グループ)に対して出展支援することになった。 

 

 

◇ 第６１回繊維通商問題研究会の開催について◇ 

 

第６１回繊維通商問題研究会が開催され、(１)日本の繊維貿易の現状、(２)ＥＰＡ交

渉の状況（モンゴル、トルコ、欧州等）（３）日豪ＥＰＡ交渉、（４）ＥＰＡ産業協力の

状況、（５）7/23 常任委員会での通商問題に関する報告について各々説明があり意見交

換が行われた。 

なお、当会は次回の通商問題研究会より日絹連からの委員を荒井副理事長に交代する

ことを報告した。 

http://www.kinujinsen.com/
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１．日本の繊維貿易の現況について 

２０１２年１～４月の累計で輸出は前年同期比９９．２％（円ベース）、輸入は同１

０２．４％となった。２００９年～２０１１年と回復してきたが、頭打ちの感あり。ド

ルベースでは１～４月累計で輸出は前年同期比１０２．４％、輸入は１０５．９％と漸

増。 

２０１２年４月単月に関しては、輸出は円ベースで６７，６３７百万円（前年同月比

９３.５％）、輸入は円ベースで２８９，９７６百万円（前年同月比９８.１％）と輸出

入共にマイナスに転じた。 

(輸出) 

１～４月累計で、円ベースは、前年比で繊維原料は９８％、糸類（紡績糸・合繊糸）

は１０２％（合繊糸は約１０３％、綿糸は約６４％）、織物は１０２％（綿織物は９２％、

合繊織物は１０９％）、二次製品は約９７％。 

(輸入) 

１～４月累計で、円ベースは、前年比で繊維原料は８３％、糸類（紡績糸、合繊糸）

８４％（綿糸は５８％、毛糸は１３６％、合繊糸は９０％）、織物は９３％（綿織物７

５％、毛織物９０％、合繊織物１０７％）、二次製品は約１０４％。 

２.各地域・国別輸出入の動向 

(輸出) 

①. ２０１２年１～４月累計で、円ベースでは、東南アジア（中国含む）向けは前年比

９９％と横ばい、欧州８９．５％と引き続き減少、米州１０８．６％と微増。 

②. アジアでは、タイ向け１２３％、ベトナム向け約１２１％、インドネシア向け１０

９％とアセアン主要国向けが増加。台湾、韓国、パキスタン、バングラディッシュ向け

は減少。中国も９６．３％と減少に転じた。 

(輸入) 

① ２０１２年１～４月累計で、円ベースでは、東南アジアが前年比１０２.８％、欧州 

１００.７％、米州８６％で減少。 

② アジアでは、ベトナム１２４％、インドネシア１２０％、ミャンマーから１３８．

３％、アセアン全体では１２０％と世界全体（１０２.４％）以上の水準の輸入、バ

ングラディッシュは１６５.７％と依然大幅増。パキスタン９２．２％、インド１０

２％、中国は９９．９と横ばい。中国の構成比は７２.０％と漸減。 

引き続き貿易収支は輸出入ともに頭打ちの感有り。昨年と異なるのは４月単月で前年比

マイナス。悪化がより顕在化している。国別でみると輸出は欧州向けが９０％に割り込
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み、アジア向けではバングラが輸入のみが伸び、輸出が減っている。ベトナム、ミャン

マー、インドネシアは好調が続く。中国は構成比がじわじわとダウンしているとはいえ、

全体の規模としては依然大きい。ベトナムは特に輸入が大きく、欧州を越えており、伸

び幅・絶対値ともに大きい。インドネシア、マレーシアなどＡＳＥＡＮ諸国の伸びの大

きさはＥＰＡ効果の現れか。 

２．EPA 交渉の状況について 

A．繊維課通商室から説明 

（a）豪州：6/13-15 第16 回会合を東京で実施。 

（b）モンゴル：6/4-7 第１回交渉会合を開催。先方の関心分野は鉱業、農業、繊維。

日本側は繊維の原産地規則は２工程ルールであることは説明。 

（c）ＥＵ：5/31 欧州委員会外務理事会においてスコーピング作業(検討項目の絞り込

み)終了を表明。交渉開始には加盟各国の承認が必要。 

B．経済省中東アフリカ課から説明 

日トルコ ＥＰＡについて 

（a）トルコはＥＵとの関税同盟で「ＥＵがＥＰＡ交渉を行う第３国とＥＰＡ交渉に入

る」協定を結んでいるため、日本とのＥＰＡ交渉の義務が生じた。トルコは中東、

アフリカ、中央アジア、ロシアに近く地政学的に優位。近年は外交、経済活動を積

極化、イラクの復興事業、イランとの経済協力や核開発問題の仲介等独自色を出し

ている。 

（b） 日本からも自動車産業は既に進出しているが、韓国は本年５月にＦＴＡ大枠合意。

早ければ今年中に合意の流れ。日本企業の競争優位を確保するためにも、日トルコ

ＥＰＡ交渉を早期に進めるよう、本年３月、経団連からも要望あり。 

（c）７月下旬にトルコ経済大臣が来日の可能性。日トルコＥＰＡ共同研究の立ち上げ

についてトルコ側から申し出あり。 

（d）トルコから日本への輸入は４分の１が繊維関係。 

（e）ＥＵとトルコの協定によれば、日ＥＵ ＥＰＡが合意しない限り、日トルコＥＰＡ

も成立しない。 

３．ＥＰＡ産業協力の状況について 

（１）繊維課通商室から説明 

（ａ）タイは生地開発プロジェクトが３年で終了。2012 年からはセミナー、ワークシ

ョップを実施。今回初めて、ＴＧＭＡ（タイ縫製品製造者協会）に生産管理専門
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家を派遣・指導予定。 

（ｂ）インドネシアには専門家１名を派遣、縫製の生産管理セミナーを予定。また、文

化学園に同国よりの短期研修生を受入予定。カンボジアには技術協力スキームに

て全額政府予算によるパターンメイキングの専門家を派遣予定。 

（ｃ）ベトナムには染色および生産管理の専門家を派遣し、会社訪問並びにセミナー開

催を予定。 

（ｄ）ミャンマーへも技術協力スキームにて縫製人材開発センターインストラクター及

び企業経営者を日本に招聘してセミナー開催・視察を実施予定。 

（ｅ）インドについては７月のＩＦＦ出展を側面支援、来日予定のインド繊維省次官等

と意見交換予定。 

次回の開催は、７月２４日（火）１４：００－１６：００。 

次々回は、８月２８日（火）１４：００－１６：００。 

 

 

◇ 今夏の節電目標の改定について◇ 

 

政府は、平成 24年 6月 22日「電力需給に関する検討会合」「エネルギー・環境会議」

合同会合において、大飯原発 3、4 号機の再稼働に伴う今夏の節電目標の改定方針等に

ついて話し合いを行った結果、大飯原発 3号機が安定的に稼働したことを受け、今夏の

節電目標を 7月 10日から改定することを発表した。  

なお、詳細につきましては下記 HPをご覧ください。  

(今夏の電力需給対策について 首相官邸 HP)  

http://www.kantei.go.jp/jp/headline/summer2012_denryoku.html  

(6月 22日 エネルギー・環境会議資料 国家戦略室 HP) 

http://www.npu.go.jp/policy/policy09/archive01_10.html#haifu  

 

 

 ◇再生可能エネルギーの固定価格買取制度について◇ 

 

経済産業省は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度について、調達価格・調

達期間及び賦課金単価を含む制度の詳細を決定し、関連する省令や告示を公布し

た。  

http://www.kantei.go.jp/jp/headline/summer2012_denryoku.html
http://www.npu.go.jp/policy/policy09/archive01_10.html#haifu
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 １．調達価格・調達期間及び賦課金水準の決定（告示）  

（１）調達価格・調達期間  

平成２４年度の価格・期間（今年７月～来年３月末まで）を調達価格等算定委員

会の意見書のとおり定めます。具体的には、太陽光（１０kW以上）４２円（税抜４

０円）(２０年)、風力（２０kW以上）２３．１円（税抜２２円）(２０年)、地熱（１

５，０００kW以上）２７．３円（税抜２６円）(１５年)などと定めます。  

（２）賦課金の負担水準  

本年度（今年７月から来年３月末まで）の再生可能エネルギー賦課金単価を、０．

２２円/ｋＷｈと定めます。なお、本年度については、太陽光発電の余剰電力買取

制度に基づく太陽光発電促進付加金をあわせて御負担いただくことになるので、標

準家庭（電気の使用量３００ｋＷｈ/月、電気料金７０００円/月）の負担水準は、

全国平均で８７円/月になります。  

２.施行日：平成２４年７月１日 

詳細については資源エネルギー庁HPをご覧ください。 

http://www.enecho.meti.go.jp/saiene/kaitori/kakaku.html 

 

 

◇特定芳香族アミンにおける厚生労働省での部会の開催◇ 

 

特定芳香族アミンにおける厚生労働省での部会の開催が決定し、今後、法規制に向け

た議論が始まる。 

背景には、経済産業省は、2012年 3月 30日に「繊維製品等の安全性の確保について

〜有害物質に変化し得る染料・顔料の使用自粛に向けた業界の自主基準に対する対応

〜」を公表。その中の一つがアゾ染料・顔料で、正確には、アゾ染料・顔料中のアゾ基

が還元分解されて発がん性のある芳香族アミン（「特定芳香族アミン類」）を生成する可

能性がある、一部のアゾ染料・顔料が規制対象になっている。EU 諸国や中国、韓国、

台湾では既に法規制されており、日本を除く、アジア諸国にも規制化の動きが出始めて

いる。 

((参考) 繊維ファッションＳＣＭ推進協議会【FISPA-NEWS 12.4.25】より抜粋 

着衣の染料が溶けて体内に入り、人体に障害が発生したケースは確認されていません

が、人体への影響を未然に防止するために自主基準を設定し業界あげて順守することに

なりました。人体に影響を及ぼす特定芳香族アミンを生成する可能性のあるアゾ染料に
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ついての日本繊維産業連盟（繊産連）の「繊維製品に関る有害物質の不使用に関する自

主基準」は、消費者の安心・安全の要請に応えるものです。  

繊維製品の染色段階で使用される染料・顔料は約 6,000 種類以上あります。そのうち

アゾ系の染料・顔料は約 4,000種類で、特定芳香族アミンを生成する可能性のあるアゾ

色素は 180種類。色素全体の 3％、アゾ色素の 5％です。  

繊維製品の人体への悪影響を防ぐための法的措置では、ホルマリン規制が知られて

いますが、この特定アゾ色素については「有害物質」であることが疫学的に認定され

ていないことから、これまでは法的には規制されていません。しかし、EU はすでに

REACH 法によって規制していますし、EU向け繊維製品輸出が多い中国や韓国、台湾で

も法的に規制しています。  

繊産連は、去る 3 月 29 日にホームページを通じて自主基準を一般公開しました。

また、経済産業省は翌日、繊産連と繊産連に加盟していない 70 の繊維関係団体に繊

産連の自主基準遵守を、厚生労働省も都道府県・政令市・特別区に対して同自主基準

を周知徹底するよう通達しました。 

問題は、自主基準の順守です。国内の染色業者は不使用を宣言していますので問題

はありませんが、懸念されるのは供給の 97％を占める海外生産品です。繊維製品の一

大供給国の中国とは、自主基準を順守するため、すでに「ホワイトリスト管理システ

ム」と呼ぶ仕組みを構築しています。しかし、中国には生地代理商が 10 万社、一定

規模の染色メーカーが 4,000社以上あります。どこかで「漏れ」がでないとは限りま

せん。国内で検査するにしても検査機は 9 台しかなく、検査費は 1 回当たり 2 万～3

万円かかります。 

作業が煩雑になる、とのぼやきが聞こえてきそうですが、この問題を契機にトレー

サビリティー（生産履歴）がわかる SCM（サプライ・チェーン）の構築に努める必要

があります。それこそが「安心･安全」を確保する確かな方策だからです。 

 

 

◇ 「資金調達ナビ」最新の支援情報(全国版) ◇ 

 

中小機構では、J-Net21スタッフが全国の省庁や都道府県庁、支援センターなどの公

的機関のサイトに発表されている WEB情報を収集し、リンク情報として紹介しています。

資金制度、募集中の資金情報を資金調達の目的、方法、都道府県別に検索できますので

実施されている事業にあわせて情報を入手することが出来ます。 
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中小機構ホームページ http://j-net21.smrj.go.jp/raise/index.html 

    (日絹ホームページからもリンクしていますので御利用下さい) 

(全国版) 

2012/7/17 掲載 

平成 24年度中小企業高度グローバル経営人材育成事業費補助金 2次公募 （中小企業庁） 

中小企業者が、海外における新たな事業展開に向けて、事業計画の策定等の段階から専

門人材の知識やノウハウ等の習得を通じた社内人材の育成を図る場合に、専門人材の招へ

いに要する経費の一部を補助します。募集期間： 2012/7/17～2012/8/21 

 

2012/7/6 掲載 

平成 24 年度「伝統的工芸品産業復興対策支援補助金（産地活性化事業、生産基盤確立・強

化事業）」の公募  （経済産業省） 

東日本大震災等により被災した被災地県等において、伝産法により指定された伝統的工

芸品の産業の復興・振興に資する取り組みや、震災等により被災した特定被災区域の伝統

的工芸品製造のために必要な生産設備等の整備、原材料確保、試作品製作に係る取組み

等を支援することにより、被災地県等の風評被害を払拭し、伝統的工芸品産業の復興・振興

や地域経済の活性化に資することを目的とします。募集期間： 2012/7/6～2012/7/26 

 

2012/7/5 掲載 

平成 24 年度「ものづくり指導者養成支援事業補助金」の二次公募   （経済産業省） 

ものづくり分野において高いスキルを持った OB 人材等を指導者として養成し、日本におけ

るものづくり中小企業の現場従業員を教育させることで、技術流出を防止しつつ、ものづくり

中小企業の技術力維持・向上を支援することを目的としています。 

・募集期間： 2012/7/4～2012/7/27 

 

2012/5/29 掲載 

均衡待遇・正社員化推進奨励金   （厚生労働省） 

パートタイム労働者や有期契約労働者の雇用管理の改善を図るため、正社員への転換制

度や正社員と共通の処遇制度などを設け、実際に制度を適用した事業主に対して支給する

奨励金です。 

 

 

 

http://j-net21.smrj.go.jp/raise/index.html
http://j-net21.smrj.go.jp/MAIN/cgi-bin/contentslog.cgi?url=http%3A%2F%2Fwww.chusho.meti.go.jp%2Fkeiei%2Fkoyou%2F2012%2F0717GlobalEmp.htm&JFILE=/headline/support/,SUBCATEGORY=%E8%A3%9C%E5%8A%A9%E9%87%91%E3%83%BB%E5%8A%A9%E6%88%90%E9%87%91%E3%83%BB%E8%9E%8D%E8%B3%87%E5%88%B6%E5%BA%A6,DATE=2012-07-17,NEW=new&FROM=SHIENJOUHOU
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 ８ 

動 向  
 

６月２５日 中央蚕糸協会 第７５回通常総会及び理事会 

６月２５日 日本絹業協会 平成２４年度第１回理事会 

６月２８日 日本繊維産業連盟 第６１回繊維通商問題研究会 

７月 ３日 JETRO「中小企業の為の模倣品対策セミナー 中国・インド・ASEAN 編」 

７月 ５日 平成２４年度卓越した技能者の表彰 部門別審査委員会 

７月 ６日 ＩＦＩ 「感謝の集い」 懇親パーティ 

７月 ６日 薬事･食品衛生審議会 化学物質安全対策部会 

７月１０日 第１回有機顔料中に副生するＰＣＢの工業技術的･経済的に低減可能

なレベルに関する検討会 

  ７月２０日 繊産連タイ代表団とのミーティング 

   

 

 

 

会議予定 
 
☆ 日本繊維産業連盟 ７月度常任委員会 

７月２３日（月）１４時～１６時３０分  於 東海大学 校友会館 

☆ 日本繊維産業連盟 第６２回繊維通商問題研究会 

７月２４日（火）１４時００分  於 繊維会館 

☆ 関東織物産地連絡協議会 ７月例会  

７月２５日（水）～２６日(木)１３時３０分  於 伊香保温泉「福一」 

☆ 日本関税協会 第６２回事業報告会 

７月２６日（木）１５時５０分  於 グランドプリンスホテル高輪 

☆ 日本絹業協会 純国産絹マーク審査委員会 

７月３１日（火）１４時   於 蚕糸会館 

☆ ＪＥＴＲＯ 日中「インターネット知的財産権保護シンポジューム」 

８月 ２日（火）９時３０分～１２時３０分  

☆ 日本繊維産業連盟 幹事会 

８月 ２日（木）１５時３０分  於 繊維会館  

☆ 全国中央会 下請代金法･下請ガイドライン説明会 

８月 ６日（月）１０時～１２時  於 全中･全味ビル 

☆ 当会 ＪＦＷ ジャパンクリエーション 出展者説明会 

８月２１日（火）１２時～１４時  於 日絹会館２F 

 

 



 ９ 

 

イベント 
 
☆ ＴＥＸＷＯＲＬＤ ＵＳＡ ２０１２(当会のニューヨーク展) 

７月２４日（火）～２６日(木)  ９時３０分 ～１８時 （最終日 １６時まで） 

  会場：ニューヨーク ジャビッツ･コンベンションセンター 
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